







形であろうと、疑問文の動詞が示す行為を行なうときは Yes, 行なわないときには No
を用いることに注意。」とあり、否定疑問文の応答の例として以下のものを挙げている。
① Didn’t you do the sights of Kyoto?（京都は見物しなかったのですか）
　 Yes, I did.（いいえ、見物しました）











③ Don’t you go for lunch?
　 Yes, I do.]





























































































































































































（１）中立的用法（分析的な用法）　　　　→　「yes ＋否定命題／ no ＋肯定命題」
（２）「傾き」のある用法（非分析的な用法）
（a）～カ　肯定概念への傾き　＋　肯定概念への蓋然性の認識大　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→「yes ＋肯定命題／ no ＋否定命題」
　　　　　 肯定概念への傾き　＋　肯定概念への蓋然性の認識小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→「yes ＋否定命題／ no ＋肯定命題」
（b）～ノカ　肯定概念への傾き　⇔「傾き」に反する状況認識
　　　　　　　　「傾き」に応じる　　　  →「yes ＋肯定命題／ no ＋否定命題」
　　　　　　　　「状況認識」に応じる　  →「yes ＋否定命題／ no ＋肯定命題」
（c）～ネ　否定概念への傾き　　　　　　→「yes ＋否定命題／ no ＋肯定命題」
（d）～ヨネ　否定概念への傾き　⇔　肯定概念への疑念
　　　　　　　　「傾き」に応じる　　　  →「yes ＋否定命題／ no ＋肯定命題」
　　　　　　　　　疑念に応じる　　　　→「yes ＋肯定命題／ no ＋否定命題」



















⑭ａ　Do you know him? 











以下のようなアンケートを行った。アンケート時期は 2019 年 4 月で、調査対象は、
藤女子大学学生 76 名、北海道教育大学札幌校学生 51 名、計 127 名である。
　調査は yes ／ no の応答表現を含む形式についてのものと、首振り表現を含むもの































pattern Ａ：「yes ＋肯定概念／ no ＋否定概念」が多い。１、２は「誘い」の文であ
　り肯定への「傾き」の強い例である。




pattern Ｃ：「yes ＋否定概念」「no ＋肯定概念」となっている。先に見たように～ネ
　は同意要求であり、その上接概念が否定概念の場合、否定概念に同意を求める文に
　なる。応答はそれに応じたものになる。





























表３　英語的応答から見た yes ／ no と首振り
 　（10 ポイント以上の差のあるところをマークをした）
表３で、首振りで英語的なリアクションが大きく勝っているのが、３，６，９，１０で


























　仁田義雄 1986、田野村忠温 1991、井上優 1994、鄭相哲 1994、安達太郎 1999、
　宮崎和人 2004、井島正博 2006、張雅智 2009 など多数ある。また英語に関して


















　の図 163、図 165 を見ると、宮崎県から熊本県付近を中心に他地域とは異なる応
　答詞の使用が認められる。図 163「友達から「今、お前のところに車は無いだろう」
　と聞かれて、「うん、無いよ」と答えるとき（…）」、他地域の多くが yes 系を用い
　るのに対して、この地域では no 系を用い、図 165「（…）友達から「今、お前の
　ところに車は無いだろう？」と聞かれて、「いや、有るよと答えるとき（…）」、他
　地域の多くが no 系を用いるのに対して、この地域では yes 系を用いている。地域
　的変異についてはより細かな調査が必要であろう。
注 5　亀山里津子 2012 によれば、英語でも negative orientation が強い疑問文（例











　監督（友人に向かって）何 ( なに ) ィ？　辞めるやと！　（篠原に向き直り）　　　
お前も、辞める、言う、ちゃうやろな？！
　篠原　いいえ、やります。（＝「部活を続けます」）！
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